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研究成果の概要（和文）：　本研究は、持続可能な開発ための教育（ESD：Education for Sustainable Development)
を推進する地域モデルの構築とその主流化に向けた手法を明らかにするものである。国連大学が認定する世界149のESD
地域拠点（RCE)のひとつである中部ESD拠点（RCE Chubu）を事例に取り上げ、参加型調査を行った。その結果、東海三
県（愛知県・岐阜県・三重県）に広がる、伊勢湾と三河湾に注ぎ込む河川の流域圏をひとつの生命地域（Bioregion)と
して捉えてESDを推進する「生命地域/流域圏ESDモデル」の構築プロセスと、その主流化に向けた提言活動の効果を明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：　The objective of the research was to clarify the methods of establishing a 
regional model of promoting Education for Sustainable Development (ESD) and the approach towards the 
mainstreaming the model. It was carried out by participatory research in the case of RCE Chubu, one of 
the 146 Regional Centres of Expertise on ESD acknowledged by United Nations University. As a result, the 
process of establishing the Bioregional/Watershed ESD Model by treating the watersheds of the rivers 
pouring in to Ise and Mikawa Bay as a bioregion in the Tokai Area (Aichi, Gifu and Mie Prefecture) and 
the effect of advocacy through international organizations and conferences for the mainstreaming of the 
model were revealed.

研究分野： ESD、文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の開始当初の背景として、国連が

2005年から 2014年までの 10年間で実施し
た「持続可能な開発のための教育（ESD: 
Education for Sustainable Development）の
10年」の存在がある。 
「持続可能な開発（あるいは発展）」の考
え方は、1972年にストックホルムで開催さ
れた国連「人間環境会議」以降、地球規模
で議論が高まった「環境と開発」の問題に
関する国際的な共通の目標として、1980
年代に提示された概念である。 
一方、ESD の国際的な展開は、1992 年
の「環境と開発に関する国際連合会議（リ
オ・サミット）」で、持続可能な開発を実現
するための人材育成（教育）の必要性が論
じられたことに端を発する。2005 年の
「ESDの 10年」の開始に伴い、国連大学は、
ESD の地域拠点計画（ RCE: Regional 
Centres of Expertise on ESD）を開始した。
リオ・サミット以降、環境と開発の問題の解
決に進展がなかったことの理由のひとつと
して、国連や国家主導のトップダウンの働き
かけが地域住民の内発的な活動につながら
なかったことによるものとの反省があった
からである。 
こうして、地球規模の諸課題の解決のため
には、地域レベルの持続可能性の向上に向け
た内発的な取り組み、とりわけ、その実現の
ための学びや教育（ESD）が重要であること
が国際的に認識された。上記の背景の下、
ESD を地域レベルで推進するための手法の
検討が求められた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、（１）地域レベルで推進
する ESD モデルの構築および（２）国際社
会における当該モデルの主流化のための手
法を明らかにすることである。特に、ESDの
推進に際して、環境・社会・経済の統合を目
的とした手法を確立するために、生態系によ
る区分域である「生命地域（Bioregion）」の
概念を用いた手法の確立をめざした。本研究
では、国連大学が認定している世界 146カ所
（平成 28年 3月現在）の RCEのひとつであ
る中部 ESD拠点（RCE Chubu）を事例に、
多様な主体（マルチ・ステークホルダー）の
参加による ESD の推進モデル構築の過程に
着目した。2014 年に愛知県で開催された
「ESDに関するユネスコ世界会議」をはじめ
とする国際会議や国際的なネットワーク活
動を通じた、当該モデルの主流化に向けた取
り組みの効果について評価を行った。 

 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために、中部 ESD
拠点のモデル構築活動および国際的な情報
発信と提言活動を対象として、下記の方法で
参加型調査を行い、そのプロセスを分析し、

成果を評価した。 
（１）中部 ESD拠点が取り組んだ、伊勢・
三河湾流域圏（伊勢湾と三河湾に注ぎ込む河
川の集水域）を地域単位として推進する ESD
の地域モデル構築のプロセスを分析し、その
効果を明らかにした。 
（２）生命地域/流域圏 ESDモデルの主流
化に関して、「ESD ユネスコ世界会議」をは
じめとする国連機関の国際会議における提
言活動を参与観察し、その成果を分析・評価
した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果として、（１）生命地域/流域
圏を地域単位とした ESD の推進モデル構築
手法、（２）モデルの主流化プロセス、（３）
伝統知を用いたESD推進手法の発展可能性、
を明らかにした。 
（１）生命地域 /流域圏を地域単位とした
ESDの推進モデルの構築 
中部 ESD拠点は、地域における ESDの推
進ネットワークとして 2007 年に国連大学か
ら RCE 認定を受けた。当初から、活動対象
地を、行政区域ではなく、生態系による区分
域である生命地域として伊勢・三河湾流域圏
と設定していた。 
本研究期間内に、中部 ESD 拠点は、生命
地域の ESD活動を進めると同時に、ESDの
推進モデル構築を目的とした分科会活動を
展開した。筆者は、中部 ESD 拠点の事務局
業務に携わり、参加型調査を通して、これら
の活動の成果と課題を明らかにした。 
地域の ESD 活動としては、伊勢・三河湾
流域圏内の 11河川および愛知用水の 12主要
河川の上流域・中流域・下流域の 3 地点で、
地域課題について現地で学ぶ ESD 講座を実
施した。講座の実施に際して、各地点で象徴
的な地域課題を調査・収集し、それらの解決
に取り組む NPO、学校、企業等の主体と連
携して、ESD講座の実施を行った。講座のテ
ーマは、環境問題、社会問題、経済問題の多
岐にわたった。2012年度から 2014年度まで
に、12 主要河川、各 3 地点の 3 年間、合計
108講座が開講された。 
この取り組みに対する評価は、以下の 3点
に集約できる。 
まず、①当該流域圏全域で、環境・社会・
経済に関わる諸課題を取り上げたことによ
り、分野横断型で進める総合学習としての
ESDの側面が可視化できたことである。次に、
②多様な主体の参加による講座の実施によ
り、異分野の活動主体の交流が実現した点で
ある。各年度末に実施された全講座の発表会
および交流会を通して、異なる地域活動に取
り組む人々が情報交換を行い、総合的な地域
課題の解決をめざす、地域主導の ESD 活動
に対する理解が深まった。この手法は、行政
区を超えた活動であるため、行政機関の協力
を得ることが難しいという課題は残ったが、
③民間による持続可能な社会づくりの取り



組みとして、日本全国、特に湾や内海を有す
る地域において応用が可能であることが明
らかになった。 

ESD 講座の加えて、中部 ESD 拠点では、
ESD の推進モデルを検討する分科会活動が
実施された。社会的企業（企業・NPOなど）、
学校教育、高等教育の主体別分科会と、国際
協力、伝統文化（伝統知）のテーマ別分科会
活動を通して、生命地域で進める ESD のモ
デル構築に関する検討を行った。その結果、
2014年の「ESDに関するユネスコ世界会議」
の開催に合わせて「生命地域/流域圏 ESDモ
デル」を完成させた。当モデルは、世界各地
の多様な文化を形成する生態系としての生
命地域を単位として、その中で地域知・伝統
知を用いて工業や農業等の「ものづくり」の
持続可能性を検証し、地域間の相互学習とし
ての ESD の対話を通して持続可能な社会づ
くりをめざすものである。 
筆者は、この検討プロセスおよびその成果
と課題についての考察を行った。その成果は、
地域内外の大学、学校、NPO、企業関係者を
対象とした講演等のアウトリーチ活動を行
い、広く、流域単位で推進する ESD に対す
る理解と意見を求めた。 
（２）生命地域/流域圏 ESDモデルの主流化 
さらに、本研究では「生命地域/流域圏 ESD
モデル」の主流化に向けた活動の過程を明ら
かにし、その効果について検証を行った。 
当該モデルの主流化に向けた活動は、①国
際会議における提言活動および②研究会活
動によるモデルの発展に関する検討作業で
あった。 
中部 ESD 拠点は、国連「ESD の 10 年」
の最終年会合である「ESDに関するユネスコ
世界会議」の愛知県開催に備え、モデルの完
成時期を 2014 年に合わせ、開催地からの提
言として発表することを目標としていた。そ
のため、①ユネスコや国連大学および開催地
愛知県との交渉を行い、地域主導の ESD 活
動の事例としての当モデルの発表の機会を
模索した。最終的には、筆者が「ESDユネス
コ世界会議」本会合の公式ワークショップの
ひとつである「地域主導(Local Initiative)に
よる ESD」の分科会コーディネーターに任命
され、分科会内で「生命地域/流域圏 ESDモ
デル」を事例として取り上げた。 
また、国連大学 RCE のアジア太平洋会議
や世界会議においても、当モデルの紹介と深
化のための対話の呼びかけを行った。その結
果、生命地域単位で推進する ESD 活動の情
報共有等の連携について、マレーシア、オー
ストラリア、ベトナムの RCE と協議を始め
るなどの成果があった。 
さらに、研究期間終期には、ポスト「ESD
の 10年」事業としてユネスコが進める ESD
の「グローバル・アクション・プログラム
(GAP)」のキーパートナーに中部 ESD 拠点
が選ばれた。GAPの５つの優先分野のひとつ
である「地域主導」の分科会で生命地域/流域

圏 ESD モデルの国際連携についての検討を
行っている。また、研究期間最終期に応募申
請を行った、ESDの褒賞「ユネスコ/日本ESD
賞」の国内公募の結果、当該モデルによる
ESD活動が、日本からユネスコ本部へ推薦さ
れる 3 件の優良事例の一つとして選ばれた。
以上から、国連機関との連携および国際会議、
褒賞制度への積極的な参加は、ESDの地域モ
デルの主流化に効果的であったと言える。 
国連機関のネットワークおよび国際会議
における提言活動に加えて、「流域圏 ESD研
究会」を開催して当モデルの発展についての
検討を行った。「ESD ユネスコ世界会議」の
成果文書「あいち・なごや宣言」に明記され
た、開発途上国との協働について、研究会に
LDC（Least Developed Countries） Watch
の代表アンジュン・カルキ氏を招き、議論を
行った。また、研究期間内の最後の研究会で
は、伊勢志摩サミットにおける NGO枠での
提言活動についての準備と討論を行った。 
（３）伝統知を用いた地域主導の ESD推進 
本研究の開始当初には予定していなかっ
たテーマで、研究中期からその重要性を認識
したもののひとつが、ESDにおける「伝統知
(Traditional Knowledge)」の役割りである。
伊勢・三河湾流域圏における風土に根差した
伝統的な知恵を、現代社会における環境保全
や地域活性化といった ESD のテーマに対し
て効果的に活用できるのではないかという
問題意識の下、情報や事例の収集を行った。
特に、生活に密着した衣食住の視点から調査
を行っている。 
国際的には、ガーナ共和国の首都アクラに
おいて、漁民文化の調査を行った。ヨーロッ
パ列強による植民地都市として形成された
アクラで維持・発展する伝統王権に見る伝統
知に関して研究を進めている。 
伝統知を用いた ESD の手法の開発に関し
ては、今後の研究課題として更に掘り下げる
予定である。 
以上のように、本研究では、中部 ESD 拠
点を事例とした参加型調査に基づき、生命地
域を単位とした地域における ESD の推進モ
デルの構築および、国際社会での主流化に向
けた取り組みの過程とその効果を検証した。
地域からのボトムアップの ESD 活動を国際
社会の中でどのように位置づけ、グローバル
な地域間の連携と相互学習を促進できるか、
という問いに対するひとつの応答となった
と考える。 
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